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研究成果の概要（和文）：本研究は、2010年代後半に起きていた世界の大学教育の質的転換を、特に学士課程改
革に焦点を当て、変化を先取りしていると考えられる国際的な事例と日本の大学教育とのあり方を検討し、どの
ように一国の教育システムをグローバルな世界へと結びつけるのかを展望した。分析対象は、起点になる日本、
主要な調査対象である韓国、マレーシア、オーストラリア、オランダの他、理念系として参照される米国、中
国、英国、欧州大陸国家群という幅広いものとなった。オリジナルな枠組みのなかで、グローバル・スタディー
ズのアプローチが有効であること、日本の学士課程教育の方向性の喪失を示した。

研究成果の概要（英文）：This research examined the qualitative transformation of global university 
education that was taking place in the late 2010s, particularly in the reform of undergraduate 
programs. Focusing on country cases that are considered to be ahead of the changes and how they 
relate to university education in Japan. The study examined how to link a country's education system
 to the global context. The analysis included Japan as a starting point, South Korea, Malaysia, 
Australia, the Netherlands, as well as the United States, China, the United Kingdom, and a wide 
range of continental European states that are referred to as ideological systems. With the original 
framework, the validity of global studies approach was demonstrated. However, we also found that 
Japan is losing the direction for undergraduate education in terms of international context.

研究分野： 高等教育研究

キーワード： 高等教育　グローバル化　学士課程教育　多様化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
過去30年間のグローバル化において、世界には複数の理念モデルが存在し、その方向性において互いに影響を受
けながらも収斂しているとは言えない。日本で従来主流であった、先進事例や世界的な趨勢に対して借用を通じ
たキャッチアップをするという見方とは異なる、世界的な趨勢としての分岐と収斂、大学教育への内在的な価値
付けと外在的な価値付けという相互に相対立する方向性のなかで、国として、大学として多様な選択肢が開かれ
ている見方を提示した。従来の一元的な見方ではなく、むしろ多様な方向性を内包したダイナミックな相互作用
として学生課程教育の国際動向を捉えることに成功した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



 
１． 研究開始当初の背景 

 
(1)教育学を越えた大学教育のグローバル・スタディーズへの要請 
我々は、世界的な社会・経済の構造変動が進むなか、先進国・新興国・開発途上国を問わず、

大学教育のあり方が大きく問われているとの認識から出発した。日本では、大学教育の国際化の
必要性が 30 年以上提唱されてきた。「グローバル人材」の育成、留学生の受入・学生の派遣拡大
等について、産学官のリーダーを巻き込んだ議論がなされ、政府の教育再生実行会議のみならず
多様な場で様々な提案が行われている。「スーパーグローバル大学創成支援」（2014 年度～）事
業など国策としての取り組みも本格化し、学生に対して国際的な学習環境を提供するための研
究や実践も進展している。しかしながら、世界の高等教育の大規模な量的拡大、学生・教員の国
際移動の急増、トップ大学間のランキング競争が激化するなか、日本の大学教育の国際的存在感
が喪われつつあった。 
本研究では「グローバル・スタディーズ」を、世界が共通に抱えるグローバル・イシューに対

しての、国際社会・経済、国際関係・協力・連携などに関わる社会科学による学際アプローチに
よる解明と定義した。その上で、本研究は、大学教育の国際動向を、従来の国や地方を主な対象
としていた教育学の枠を越えたグローバル・スタディーズとして検討し、その将来展望を切り開
くことを目指すことにした。たとえば、グローバル人材育成のためには、大学教育の多様な改革
と実践の背景にある国家・産業間の競争・連携などのグローバルな構造とその変化を踏まえた明
確なビジョンと行動計画の提示が求められる。ここでは、現代の国際経済・政治・社会の構造と
ダイナミズムの理解と、それに対する国家・大学の戦略や国際協力・連携の実効性の把握が必須
条件となる。 
（２）グローバル・スタディーズにおける大学教育への着目の重要性 
現在日本の大学教育では、国際関係論や地域研究、グローバル・イシューなどを中心としたグ

ローバル・スタディーズの教育課程が次々と設立され、その学術的検討が進んでいる。しかしな
がら、日本の中では、グローバル・スタディーズの研究対象として大学教育自体に着目し、その
特性を明らかにしようという動きは、まだ本申請メンバーなど一部にとどまっていた。国連「持
続可能な開発目標（SDGs）」においては、すべての男女への初等・中等教育の無償提供が目標と
して定められ、高等教育へのアクセスの平等にも言及がなされた。また、研究分担者北村らが関
わり「持続可能な開発のための高等教育に関する名古屋宣言（2014 年）」が採択され、国連によ
る高等教育持続性イニシアティブなどの動きも出てきていた。 
（３）高等教育のグローバル・スタディーズの国際展開と日本からの貢献 
 大学教育は、グローバルに活躍するリーダーや知識労働者の育成、高技能移民、科学技術・イ
ノベーション、知識外交、教育サービス貿易、国際技術協力、21 世紀スキルや地球市民の形成
など、多様な形でグローバル・イシューに深く関わっている。大学教育の理念と実践は、各国・
大学固有の歴史・文化・社会的位置づけのなかで培われてきたが、ヒト・資本・情報の移動にお
ける国境が消滅するという意味での「グローバル時代」においては、これら各国・大学の固有の
背景を超えて、共通の外的要因が世界中の大学教育のあり方を普遍的に変化させることが多く
なると考えられる。UNESCO は、高等教育をグローバル・イシューとして協議する世界会議を
1998 年、2009 年にそれぞれ開催している。また、世界システムの構造変化として高等教育問題
をとらえる Altbach、世界大学ランキングなどによる大学・国家間競争や、東アジアなどの新興
諸国の高等教育システムの台頭、世界中で進む高等教育への参加率の拡大のもたらす帰結など
について国際共同研究を進める Marginson や、高等教育の国際化・連携、高等教育による知識
外交などの概念化を進める Knight など、グローバル・イシューとしての高等教育研究が大きく
前進した。この中で、申請者たちは、特に日本やアジアの高等教育のアイデンティティの形成と
発展に着目しながら、彼らとともに国際的議論・研究に参加・貢献してきた。 
 
２．研究の目的 

 
本研究は、グローバル化により大きく変化する世界の大学教育の特質とその中での日本の位

置づけを、大学・国家・産業間の競争・連携・アイデンティティ形成のあり方に着目して明らか
することを目的とする。大学教育の世界的変化を理解し、日本の大学教育の展望を切り開くには、
国や地方を主な対象としてきた従来の教育学を越え、国際社会・経済やその中での連携・協力の
ダイナミズムを踏まえたグローバル・スタディーズとしての多面的・包括的なアプローチが不可
欠である。本研究では、グローバル・スタディーズを、世界が共通に抱えるグローバル・イシュ
ーに対しての、国際経済・社会、国際関係・協力・連携などに関わる社会科学による学際アプロ
ーチによる解明と定義する。本研究では、グローバル化の影響を受けやすい大学院課程と多様で
幅広い層が関わる学士課程を対比しながら、世界各国と日本の大学がグローバル・リージョナ
ル・ナショナル・ローカルな文脈をどう意識して大学教育の理念を定義し実践しているかを、共
通の枠組みの下で国家・産業との相互連関に注目して分析し、展望を示す。 
 本研究では、グローバル化の下で、ヒト・資本・情報の国際移動の増大が世界共通の枠組みの
重要性を高めつつ、各国・大学の多様なアプローチは維持されると想定し、その上で、①大学教
育の理念と実践の趨勢変化に関わるメカニズムの特定、②大学教育の理念と実践についての国



内外の先進事例への訪問調査を行い、日本との比較を念頭に分析を行う。さらに、これらを通じ
て、グローバル化が大学教育の理念と実践に与える影響を特定する。以上を通じ、日本とアジア
の大学教育のアイデンティティ形成・発展の可能性について検討し、日本の大学教育への示唆を
提示すると同時に、大学教育のグローバル・スタディーズへの日本からの学術的貢献へのビジョ
ンを示す。 
本研究の学術的特色と独創性は、①重要なグローバル・イシューである大学教育に対するグロ

ーバル・スタディーズとしてのアプローチを発展・確立させること、②日本の研究者の視点に立
った大学教育の国際動向に関する検証と国際発信にある。また、本研究の意義は、①大学教育の
国際化研究に対するグローバル・スタディーズとしての問い直し、②日本の視点に立ったグロー
バル時代の大学教育ビジョンの国内外への提示にある。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、世界の学士課程教育改革を見直すアプローチとして、「グローバル・スタディー
ズ」というアプローチをとった。日本から世界の学士課程教育を考える上では、やはり日本の教
育や社会の現実に立脚した議論が必要である。すなわち、グローバルな俯瞰的視点に立つのでは
なく、世界には多様な価値観をもつ多様な教育システム及び社会が存在しており、その多様な価
値観の上に研究コミュニティを形成し、参加していくというアプローチをとることができる、つ
まり、「世界の見方は一つではない」との考え方である。 

 
図 1 学士課程に求められる国内から国際への転換という役割 

 
 
世界には複数の世界観や価値があり、これが究極的にはよって立つ文明の違いに帰着する深

い違いを持ち、そのうえでグローバルな人や知識の流れのなかでこれらが交錯するようなダイ
ナミズムがあるという多元的世界観に立脚する。高等教育研究の世界においても、この立場は特
に東アジアにおいて顕著に表れている。。世界の分裂と文化間の衝突という「バルカン化」とい
う世界観を、国境を越えて日常に的に人や物や情報が行き来する現代の東アジアに当てはめる
ことには無理があるとは言え、東アジア、東南アジアにはそれぞれの言語や文化の違いが厳然と
存在し、「一つの世界」への方向付けからはかなり距離があり、日本はそのなかでも、特に高等
教育の国内的な文脈が強く存在し、国を超えた人や物や情報の流れによってその国内的な文脈
が受ける影響が比較的少ない。 
 具体的には、海外研究協力者を招いて 3回の国際ワークショップを行い、同時にオーストラリ
ア、オランダ、マレーシア、韓国について、海外研究協力者と共同研究として現地調査・分析を
行った。このほか、日本教育学会、教育社会学会、比較教育学会、高等教育学会などの国内学会
や、中国、東南アジア、欧州、北米での国際学会・学術会議での発表や対話を通じて、研究枠組
みや分析について、グローバル・スタディーズとしてのアプローチの開拓に努めた。 
 
 
４．研究成果 
 



研究成果は、具体的には下記のようなものとなった。世界の見方が一つには定まらないことを
前提とした場合、世界に「グローバルな趨勢」や「標準化された将来像」を想定してそれに向か
ってキャッチアップを行うという見方から離脱することになる。すなわち、ある程度考え方に幅
がありつつも、大まかには方向性の違いとして、「収斂(convergent)－分岐(divergent)」という
軸を設定することができる。すなわち、「収斂」は、世界の大学教育がいずれ一つのモデルに収
斂する、という考え方で、この方向性として示されがちなのが、米国や英国などの英語圏を代表
する理念型としてのモデルである。それに対して、「分岐」は、世界の大学教育は複数のモデル
へと分岐していくという考え方であり、たとえば、中国や欧州大陸などでは、英国や米国とは異
なる独自の学士課程教育のモデルが理念系として提示され続けている。各国の見方は、それぞれ
この 2 つの対立する理念の間のバランスの中に位置付く。他方、大学教育に対しては、大学
(university)やこれにかかわる教員（academics）が、自分たちの内在的な価値観や論理に忠実
に大学教育のあり方を定めるべきであるという考え方（内在的）と、学外、すなわち、政府や市
場（学生や産業）の意向に沿うべきであるという考え方（外在的）とがありえることから、「内
在的(intrinsic)－外在的(extrinsic)」という軸を設定することができ、各国の見方はこの 2つ
の対立する理念の間のバランスの中に位置付く。 

 
図２ 学士課程改革の方向性 

 
このように考えると、図２のような枠組みを示すことができる。まず、世界の各国が、大学教

育、特に学士課程教育の方向性のモデルとするような国々について、実態の複雑さは捨象した上
でその理念型としてのイメージを当てはめると、「外在的―収斂」の象限がめざす方向性として
は「理念型としての英国」を位置づけることができる。これは、同国が政府およびそれが駆り立
てる疑似市場的なメカニズムのもとで、どちらかと言えば外在的なロジックが優先される形で、
かつ、どちらかと言えば一元的な「グローバルな競争」へのコミットメントが強い改革が進んで
いるとのイメージがあり、各国の大学がこのような理念型的なイメージを参照しながら自国の
位置づけを決めているという理解である。したがって、ここでは、英国は、あくまで理念型とし
ての「参照モデル」であり、これは、必ずしも英国の大学教育の多様で複雑な実態を意味するわ
けではない。 
同様に、「内在的―収斂」の象限が目指す方向性としては、特に冷戦終結当初におけるパック

スアメリカーナ的な理解をされていた「グローバル化時代の中で多くの国々の大学が、自律的な
大学教育像の理想的姿としてめざす「理念型としての米国」がある。繰り返しとなるが、これは、
あくまで「参照モデル」としての理念型であり、アメリカの大学教育の多様で複雑な実態を意味
するわけではない。 
同じロジックは、「内在的―分岐」の象限に於いては「理念系としての欧州大陸」、「外在的―

分岐」の象限においては「理念系としての中国」がある。これは、前者の大学が中世大学以来の
伝統の中で大学の自治を大学理念の強い基盤として持つのに対し、後者が社会主義革命により
建国された近代国家のもとにおかれた大学であること、そして、両者がともに理念としてそれぞ
れの固有の伝統や価値観を重視ししていることである。これらもあくまで理念型としての他の
国から見たときの「参照モデル」となる。 
各国の大学教育は、それぞれ、このような理念枠組みの中に位置付くことになる。図に示して

いるのは、基本的には、主に大学あるいは大学教員の視点に立った見方となる。そこには、現在



の位置と、その変化の方向性を矢印で示している。 
このようにみたとき、日本については、後述するが、大学・教員の立場から見たときには、現

状としては、「内在的―分岐」の象限にあり、これ自体「国際化の遅れ」と捉えることもできる
が、同時に、この「遅れ」と捉えられる背景には、「外在的」であり、大学と同様ナショナルな
性格を強く持ちながらも大学に対しては「収斂」の方向へと働きかける「政府の要請」「産業界
の要請」との間に距離の開きが見受けられ、また、その変化の方向性が定まっていないというの
が本研究の見解となる。 
研究成果については、関連出版と合わせ Consortium for Higher Education Researchers 年

次大会など国内外で発表してフィードバックを得た。書籍としての出版に向けて最終準備を進
め、2020 年の日本教育学会の課題研究で報告する。 
最終的な分析対象は、起点になる日本、主要な調査対象である韓国、マレーシア、オーストラ

リア、オランダの他、理念系として参照される米国、中国、英国、欧州大陸国家群という幅広い
ものとなった。国ごとの文脈の強い中等教育までとグローバルな文脈が強い大卒労働市場や大
学院とを結びつけて視点の転換を図る役割を担う学士課程の研究において、グローバル・スタデ
ィーズのアプローチが有効であることを示した。得られた知見として、過去 30 年間のグローバ
ル化が世界的な課題と考えられた時代においても、世界には複数の理念モデルが存在し、その方
向性において互いに影響を受けながらも収斂しているとは言えないことを明らかにした。日本
で従来主流であった、先進事例や世界的な趨勢に対して借用を通じたキャッチアップをすると
いう見方とは異なる、世界的な趨勢としての分岐と収斂、大学教育への内在的な価値付けと外在
的な価値付けという相互に相対立する方向性のなかで、国として、大学として多様な選択肢が開
かれている見方を提示するに至った。本研究は、世界鳥瞰図としての要素を持ちながら、従来の
システム比較や教育借用、さらにはキャッチアップがもっていた一元的な見方ではなく、むしろ
多様な方向性を内包したダイナミックな相互作用として学生課程教育の国際動向を捉えること
に成功した。 
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